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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 24日 (2006.4.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
＜ 実 施 例 ＞
　 実 施 例 に お け る ト ッ プ 封 止 部 の 形 成 方 法 を 図 １ に 示 す が 、 図 ６ の 従 来 例 と 同 一 構 成 部 分
に つ い て は 同 一 の 参 照 符 号 を 付 与 し て そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 な お 、 図 １ （ ａ ） は ト
ッ プ 封 止 部 形 成 前 の 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） は ゴ ム － ゴ ム 金 型 を 使 用 し た 第 １ 段
階 の ト ッ プ 封 止 部 形 成 時 の 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 ま た 、 図 １ （ ｃ ） は 金 属 － 金 属 金 型 を 使
用 し た 第 ２ 段 階 の ト ッ プ 封 止 部 形 成 時 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 に お い て は 、 タ
ブ 樹 脂 材 の 幅 を ６ ｍ ｍ と し 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に ゴ ム － ゴ ム 金 型 ３ ２ 、 ３ ３ を 使 用 し
て 第 １ 段 階 の ト ッ プ 封 止 部 形 成 を 行 っ た 。 こ の と き 、 封 止 厚 み は ｍ ｍ の 厚 み で 封
止 し た 。 次 に 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 金 属 － 金 属 金 型 を 用 い て 第 ２ 段 階 の ト ッ プ 封 止
部 形 成 を 行 っ た 。 封 止 厚 み は タ ブ 逃 が し 段 差 部 で ｍ ｍ 、 そ れ 以 外 の 部 分 は ０ ． １
８ ｍ ｍ の 厚 み で 封 止 し た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
＜ 比 較 例 ３ ＞
　 実 施 例 と 同 じ 構 成 と し 、 図 １ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 ゴ ム － ゴ ム 金 型 に よ る 封 止 の み を
実 施 し た 。 封 止 厚 は ｍ ｍ の 厚 み で 封 止 し た 。 封 止 信 頼 性 を 高 め る た め に は 封 止
厚 み を 薄 く す る こ と が 有 効 で あ る ゴ ム の 弾 性 に よ り 封 止 厚 み を ｍ ｍ 以 下 と す
る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の 後 、 実 施 例 、 比 較 例 １ ～ ３ 共 に 、 電 池 の サ イ ド 側 を 封 止 し た 。 次 い で 、 所 定 の 割 合
に 混 合 し た 混 合 溶 液 に 六 弗 化 リ ン 酸 リ チ ウ ム Ｌ ｉ Ｐ Ｆ ６ を １ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ の 割 合 で 溶 解 し た
電 解 液 と ポ リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ジ ア ク リ レ ー ト （ 化 学 式 １ ） ポ リ グ リ
コ ー ル ジ メ タ ク リ レ ー ト （ 化 学 式 ２ ） を 重 量 比 で １ ２ ： １ で 混 合 し た 溶 液 に 重 合 開 始 剤 と
し て ｔ － ヘ キ シ ル パ ー オ キ シ ピ バ レ ー ト を ５ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 添 加 し た も の を 、 先 の 電 池 巻 回
体 を 収 納 し た ア ル ミ 外 装 体 内 に 注 益 し た あ と 、 ６ ０ ℃ オ ー ブ ン 中 に ３ 時 間 静 置 し 、 硬 化 さ
せ て ポ リ マ ー 電 解 質 を 形 成 し た 。
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